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 曽於市思いやりふるさと寄附条例制定

　～郷土への思いをかたちに～ 　曽於市出身者の応援を！

◎
条　
　

例

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
₁0
日
に
開
会
し
、
６
月
2₆
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
曽
於
市
思
い
や
り
ふ
る
さ
と
基
金
条
例
の
制
定
や
平
成
20
年
度
予
算
の
補
正

に
関
す
る
も
の
他
₁₉
件
、
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
要
請
１
件
、
農
業
農
村

整
備
事
業
の
直
轄
事
業
存
続
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
発
議
２
件
を
審
議
可
決
・
採
択
し
ま
し
た
。

６月定例会

☆	

曽
於
市
思
い
や
り
ふ
る
さ

と
寄
附
条
例
の
制
定

（
賛
成　

全
会
一
致
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
創

設
に
伴
い
、
曽
於
市
を
応
援

し
て
頂
く
人
々
に
広
く
寄
附

金
を
募
り
、
寄
附
者
の
意
向

を
反
映
し
て
、
個
性
豊
か
で

活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
条
例

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
次
に
掲
げ
る
事

業
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

⑴ 

活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
に
関
す
る
事
業

⑵ 

少
子
高
齢
化
及
び
定
住
対

策
に
関
す
る
事
業

⑶ 

福
祉
及
び
医
療
に
関
す
る

事
業

⑷ 

教
育
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
関
す
る

事
業

⑸ 

地
場
産
業
の
振
興
に

関
す
る
事
業

⑹ 

環
境
の
整
備
に
関
す

る
事
業

☆	

曽
於
市
思
い
や
り
ふ

る
さ
と
基
金
条
例
の

制
定（

賛
成　

全
会
一
致
）

　

曽
於
市
思
い
や
り
ふ

る
さ
と
寄
附
で
寄
せ
ら

れ
た
寄
附
金
を
適
正
に

管
理
し
、
運
用
し
て
い

く
た
め
に
曽
於
市
思
い

や
り
ふ
る
さ
と
基
金
を

設
置
す
る
条
例
を
可
決

し
ま
し
た
。

☆	

曽
於
市
特
別
職
の
職

員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の

制
定（

賛
成　

全
会
一
致
）

　

市
職
員
に
よ
る
不
正

事
件
に
関
し
、
管
理
監
督

者
と
し
て
の
責
任
を
明

確
に
し
、
平
成
20
年
７
月

１
日
よ
り
９
月
30
日
ま

で
の
３
ヵ
月
間
、
市
長
の

給
与
を
�0
％
、
副
市
長
の

給
与
を
30
％
減
額
す
る

も
の
で
す
。

将来を担う子どもたち（末吉町檍幼児学園）
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☆	

平
成
20
年
度
曽
於
市
一
般

会
計
予
算
の
補
正

（
賛
成　

全
会
一
致
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、

１
億
１
１
４
万
６
千
円
の

追
加
で
、
累
計
予
算
は

２
０
５
億
１
１
４
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
大
川
原
交

換
局
、
坂
元
交
換
局
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域
解

消
事
業
が
２
，
４
０
０
万
円
、

大
隅
支
所
駐
車
場
改
修
工
事

４
４
０
万
円
、
税
源
移
譲

に
伴
う
19
年
度
住
民
税
還

付
の
た
め
の
過
年
度
市
税

還
付
金
３
，
４
９
４
万
８
千

円
、
後
期
高
齢
者
被
保
険

者
に
対
す
る
葬
祭
費
補
助

金
３
６
０
万
円
、
合
併
に
伴

う
合
併
森
林
組
合
経
営
基

盤
強
化
・
育
成
事
業
補
助
金

９
０
０
万
円
、
共
済
負
担
率

の
増
と
人
事
異
動
に
伴
う
職

員
給
３
，
３
２
３
万
７
千
円

の
追
加
と
人
事
異
動
に
伴
う

公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
に

繰
り
出
し
金
１
，

２
６
２
万
４
千

円
の
減
額
が
措

置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

陳
情
「
教
育
予
算
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
要

請
に
つ
い
て
」
は
採
択
、「
国

に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推

進
と
国
有
林
事
業
の
健
全
化

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
要

請
」
は
文
書
配
付
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
議
員
発
議
に

よ
る
意
見
書
は
次
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１�

．
農
業
農
村
整
備
事
業
の

直
轄
事
業
存
続
に
関
す
る

意
見
書

　
（
提
案
理
由
）
平
成
19
年

５
月
「
地
方
分
権
改
革
推
進

に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考

え
方
」
に
お
い
て
、
国
の
出

先
機
関
等
の
廃
止
・
縮
小
の

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
た
め
、

曽
於
地
域
の
よ
う
な
広
域
食

糧
供
給
地
帯
に
お
け
る
大
規

模
な
基
盤
整
備
等
も
国
が
主

導
し
て
行
い
直
轄
事
業
制
度

と
要
員
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

２�

．
教
育
予
算
確
保
に
関
す

る
意
見
書

　
（
提
案
理
由
）
地
方
の
厳

し
い
財
政
状
況
等
に
よ
り
、

教
育
条
件
の
自
治
体
間
格
差

が
拡
が
り
を
み
せ
て
お
り
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

等
し
く
良
質
な
教
育
を
受
け

さ
せ
る
た
め
、
教
育
予
算
を

国
全
体
と
し
て
確
保
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

◎
予　

算

陳
情
・
意
見
書

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を

推
薦
す
る
た
め
、
議
会
に
意

見
が
求
め
ら
れ
適
任
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

山
内
千
代
子
氏　

65
歳

（
末
吉
町
岩
崎
）

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　

の
承
認

曽於市の林業を担う組合職員

九州農政局曽於北部農業水利事業所（財部町）
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☆
町
の
名
称
設
定

（
賛
成　

全
会
一
致
）

　

末
吉
都
市
計
画
事
業
上
町

土
地
区
画
整
理
事
業
の
完
了

に
伴
い
、
名
称
が
か
わ
り
ま

す
。

☆
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

総
合
整
備
計
画

（
賛
成　

全
会
一
致
）

○�

財
部
町
古こ

井い

・
荒
川
内
辺

地

　

本
市
北
西
部
の
霧
島
市
境

に
位
置
し
ま
す
。

　

こ
の
地
区
の
道
路
は
集
落

を
結
ぶ
幹
線
道
路
及
び
畑
、

水
田
等
に
通
じ
る
道
路
で
利

用
度
が
多
い
が
、
幅
員
が
狭

く
急
カ
ー
ブ
等
が
多
い
た
め

交
通
に
多
大
な
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
す
。
こ
の
市
道
を

改
良
舗
装
す
る
も
の
で
す
。

○
末
吉
町
平
沢
津
辺
地

　

末
吉
町
東
部
に
位
置
し
、

宮
崎
県
都
城
市
と
大
淀
川
を

境
に
接
し
た
純
農
山
村
地
帯

で
す
。

　

地
域
内
を
市
道
石
之
脇
・

平
沢
津
線
が
石
之
脇
集
落
へ

通
じ
、
石
之
脇
集
落
か
ら
市

道
柿
木
下
・
石
之
脇
線
を
経

由
し
て
中
学
校
へ
の
通
学
路

と
し
て
、
地
域
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
路
線
で
す
。
幅

員
が
狭
く
、
急
カ
ー
ブ
急
勾

配
の
未
整
備
市
道
で
あ
る
た

め
市
道
を
改
良
舗
装
す
る
も

の
で
す
。

概　　況 人口 面積 整備計画期間 施設名 事業
主体 事業費

財 源 内 訳 一般財源のう
ち辺地対策債
の 予 定 額

特定
財源 一般財源

財部町古井・ 
　荒川内辺地 186 人 1.4 ㎢ 平成 20 年～

平成 23 年度 道路 曽於市 4,005 万円 − 4,005 万円 3,940 万円

末吉町　　
平沢津辺地  54 人 2.1 ㎢ 平成 20 年～

平成 24 年度 道路 曽於市 2 億 3,050 万円 − 2 億 3,050 万円 2 億 2,960 万円

財部町古井・荒川内辺地

末吉町平沢津辺地

財部町古井・荒川内辺地

末吉町平沢津辺地
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事　業　名 事　　業　　内　　容 事業主体 備　　　　考

産
業
の
振
興

農 業

県営畑地帯総合整備事業
　第３曽於北部地区（626ha） 県 中止

（平成22年度以降に計画）

元気な地域づくり整備事業（田尻地区）
　A=5.0ha 市 中止

（平成22年度以降に計画）

中山間地域総合整備事業（大隅地区）
　農道・用排水施設 県 自立促進施策区分の変更

特殊農地保全整備事業負担金曽於北部地区 県 追加

林 業
生産機械施設整備事業
　木材生産流通管理システム１式
　・バックホウ，プロセッサ１台

森林組合 追加

交
通
通
信
体
系
の
整
備

林 道 森林管理道開設事業（白鹿岳支線）
　L=1,400ｍ　W=3.5ｍ 県 事業主体の変更

そ の 他
　

県単道路整備事業負担金
　飯野松山都城線　L=2,100ｍ（舗装） 県 追加

ふれあいとゆとりの道づくり事業負担金
　財部停車場線（歩道舗装） 県 追加

生
活
環
境
の
整
備

そ の 他 急傾斜地崩壊対策事業負担金（土成地区） 県 追加

教
育
の
振
興

学校教育関連施設
その他の施設校舎

小学校特別教室棟改修事業
　財部小（屋根等塗装）　　　　1,230㎡ 市 中止

（平成22年度以降に計画）

☆曽於市過疎地域自立促進計画　　　　　　　　　　　　　　　　　（賛成　全会一致）	 	
　平成17年度から21年度までの曽於市過疎地域自立促進計画を変更するもので，事業名変更が主なものです。

改良計画のある財部駅前通り（財部停車場線）


